
法改正・料率変更操作のご案内
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セルズソフト

●「台帳」の保険料等の変更操作
●「Cells給与」の保険料等の変更操作
●健康保険標準報酬上限等級の追加、標準賞与額の上限改定について
●「台帳」雇用保険高年齢免除の該当者抽出
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○平成28年3月分（4月納入告知）健康保険料率の改定
平成28年3月分（4月納入告知）から都道府県別の健康保険料率が改定されます（40都道府
県で変更）。介護保険料率に変更はありません。

○平成28年度子供子育て拠出金1.5→2/1000 に引き上げ

○健康保険の標準報酬等級上限の追加、標準賞与額の上限引き上げ
健康保険の標準報酬月額の最高等級（47級・121万円）の上に3等級が追加されることにな
り、毎月の給与総額が1,235,000円以上の方が影響を受けます。また標準賞与額の上限が
540万円から573万円に引き上げられます。

○平成28年度雇用保険料率引き下げ
平成28年4月より雇用保険料率を労使料率ともに1/1000ずつ引き下げとなります。

○傷病手当金、出産手当金の支給額算定方法の変更
平成28年4月より傷病手当金・出産手当金の給付額の計算方法が変更となります。
【変更前】「休んだ日の標準報酬月額」÷30日 × 2/3
【変更後】「支給開始日以前の12か月間の各月の標準報酬月額を平均した額」÷30日×2/3

○通勤手当の非課税限度額が15万円に引き上げ
平成28年1月からの定期代の非課税上限が10万円から15万円に引き上げられます。

- 平成28年春の法改正概要 -



台帳MENU(起動画面)から
事務所情報他ボタン→パターン料率
で使用しているパターン料率を変更して
いきます。

「現在→旧」ボタンで旧料率に変更する
前の現在料率がコピーされます。現在料
率を変更後の健康保険料率に手入力して
ください。
備考欄に適宜、都道府県名や適用年月を
入力して管理してください。

都道府県別健康保険料率

台帳：健康保険料変更（平成28年3月納入告知分～）

北海道 50.75 滋賀県 49.95
青森県 49.85 京都府 50.00
岩手県 49.65 大阪府 50.35
宮城県 49.80 兵庫県 50.35
秋田県 50.55 奈良県 49.85
山形県 50.00 和歌山県 50.00
福島県 49.50 鳥取県 49.80
茨城県 49.60 島根県 50.45
栃木県 49.70 岡山県 50.50
群馬県 49.70 広島県 50.20
埼玉県 49.55 山口県 50.65
千葉県 49.65 徳島県 50.90
東京都 49.80 香川県 50.75
神奈川県 49.85 愛媛県 50.15
新潟県 48.95 高知県 50.50
富山県 49.15 福岡県 50.50
石川県 49.95 佐賀県 51.65
福井県 49.65 長崎県 50.60
山梨県 50.00 熊本県 50.50
長野県 49.40 大分県 50.20
岐阜県 49.65 宮崎県 49.75
静岡県 49.45 鹿児島県 50.30
愛知県 49.85 沖縄県 49.35
三重県 49.65

※台帳、Cells給与で登録する労使折半料率（/1000）です。
※■は料率変更があった都道府県です。

台帳での健康保険変更操作

健康保険料率が変更となる都道府県（40都道府
県）の該当事業所は、ソフト内で変更の操作が必
要となります。
セルズソフト（台帳,Cells給与）ではバージョン
アップ等で社会保険料率の変更はおこなっていま
せん。

平成28年度子供子育て拠出金 1.5→2/1000 に引き上げとなります。
こちらも併せて変更しておきましょう。

子供子育て拠出金もお忘れなく！（H28/4～）

台帳：平成28年度雇用保険料率

台帳Ver.9.00.07よりバージョンアップ
で雇用保険料率を変更しています。
お手元での変更操作は不要です。



Cells給与では事業所ごとの変更操作が必要です。
事業所を開き、基本情報ボタン→料率と税額タブより
新しい健康保険料率を入力して「一括変更」します。
個人情報で登録されている社会保険料（給与控除分）が変更されます。

Cells給与：健康保険料変更（平成28年3月納入告知分～）

Cells給与：平成28年度雇用保険料率

事業所ごとの変更操作が必要です。
健康保険料と同様に
料率と税額タブの雇用保険料率を一般は「４」、建設業等は「５」を選択します。
※フォーム上の改正表示年の表記は今後のバージョンアップで修正します。



健康保険上限等級が、従来の上限121万から３等級（127万,133万,139万）が追加されま
した。台帳ではVer.9.00.07から改定後の上限等級に対応しています。

台帳：健康保険標準報酬上限等級の追加（平成28年4月分～）

台帳・Cells給与共通：賞与の健康保険料標準賞与額の上限改定

標準賞与額の上限が540万円から573万円に引き上げとなりました。

台帳はVer.9.00.07、Cells給与はVer9.00.07から平成28年3月のバージョンアップで対応して

います。

※バージョンアップ後は、平成28年3月改定前の条件で保険料の計算はできなくなります。

新等級対象者の抽出機能
該当者の変更操作は個人ごとにおこないますが、今回の上限等級追加の改正のための専用
ツールを別途、ダウンロードにてご用意しています。
台帳MENU(起動画面)右のお知らせ【新等級対象者の抽出・保険料のお知らせ機能】から
ご利用ください。

上限等級の該当者の抽出や台帳個人情報へ新等級更新、
保険料のお知らせを作成できます。



４月から新たに雇用保険高齢免除となる該当者（昭和26年4月2日～昭和27年4月1日生）
をピックアップし、お知らせを作成します。

台帳：平成28年4月からの雇用保険高年齢免除者をリストアップ

２．台帳の終了ボタンから、各事業所の“雇用保険高年齢免除者”がピックアップされ

ていることを確認して「お知らせの作成」に進み、事業所ごとにデータを読み込んで

お知らせを作成してください。

雇用保険高年齢免除者のお知らせ作成
１．台帳MENU（起動画面）の「検索抽出」または
台帳終了時の「リストを更新して終了」ボタンから、あらかじめ該当被保険者リスト
を更新して最新の状態にしておきます。

株式会社  ○凸工作所

代表取締役 山道　太郎　様 社会保険労務士法人セルズ

高年齢労働者に係る雇用保険料免除のおしらせ

下記の方は4月分給与からの雇用保険料は控除しないでください。

氏      名 生年月日 年齢 備考

鳥羽　次郎 昭和26年08月22日 64

天童　よし子 昭和26年04月25日 65

平成28年4月14日

　64歳以上の高年齢労働者（年度の初日（4月1日）において満64歳以上である者）のうち、任
意加入による高年齢継続被保険者、短期雇用特例被保険者及び日雇労働被保険者を除く一
般被保険者については、雇用保険に係る保険料が免除されます。

　また、これらの高年齢労働者に支払われる賃金は労働保険料の算定基礎となる賃金から除
外されます（事業主の負担もありません。）。


